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要旨 

2 世代交代モデルを用いた部分均衡による最適年金の理論を提示する。家計の効用関数は 2 

期間の消費と労働を変数とする。効用関数が 2 期間の消費に関してm 次同次関数であると

き，最適年金の性質として次が得られる。(1) 人口成長率の時点による違いは各世代の年金

の最適負担率の相対的な値には影響を及ぼさない。(2)m ̸= 0, m < 1 の時，最適年金制度の

陽表解を与えることができ，市場の時間選好率の社会厚生の時間選好率にたいする比率の

大きさが最適負担のありようにとって，決定的に重要である。 
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